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I.は じ め に

平成29年 度、看護学部か ら大学間交流協定締結計画書

を国際交流セ ンター会議に提出 した。これは、看護学部

が部局として大学問交流協定締結計画書を提出する初め

ての機会となった。相手大学は、東ティモールのパーツ

大学である。この計画書は、同時に薬学部か ら提出され

た台北医学大学(台 湾)、 マネージメント科学大学(マ

レーシア)と の交流協定締結計画書ともに、2017年12月

19日の国際交流セ ンター会議で了承された。締結までに

は、さらに本学の部局長会議、役員会、理事長承認を経

て、両大学で署名を行う必要があるが、これまでの経過

と今後の展望を相手大学の概要とともに報告する。

Ⅱ.背 景

東 テ ィモ ー ル 民 主 共 和 国(以 下 東 テ ィモ ール)は 、 東

南 ア ジ アに 位 置 し、 イ ン ドネ シ ア とオ ー ス トラ リア に挟

ま れ た テ ィモ ー ル 島 に あ る。 面 積 約15,000k㎡(名 古 屋 市

の 約47倍)、 人 口 約120万 人(名 古 屋 市 の約 半 分)、2002

年 に 国連 暫 定 統治 か ら独 立 した 「ア ジアで最 も新 しい 国」

と して も知 られ て い る。 産 油 国 とな った こ と もあ り2011

年 か ら は 「中 所 得 国 」 に分 類 され るよ う にな り、 保 健 指

標 で 言 え ば 、 独 立 当 初 と2015年 を 比 較 す る と乳 児 死 亡 率

は出 生 千 に対 して77.5か ら43.9、 妊 産 婦 死 亡 率 は 出生10

万 に対 して220.0か ら94.0に 改 善 す る な ど1)、 独 立 後 の 復

興 ・開 発 はめ ざ ま しい もの の 、 国 連 開 発 計 画 の 人 間 開 発

指 標 で は188力 国 中133位 で あ る2)。 現 在 も国 連 の分 類 で、

Least Developed Countries(LDCs)と な って い る3)。

Ⅲ.こ れ までの経 緯

看護学部国際交流委員会では、本学では前例がなかっ

たLDCsと の交流を模索することを目的のひとつとして、

平成28年 度名古屋市立大学特別研究奨励費(区 分④ ：国

際交流の推進事業)を 得て、3人 の教員が平成28年8月

21日～25日 に以下東ティモールを訪問、11ヶ 所の研究教

育機関と保健医療施設を回り聞き取りを行った。その結

果、独立後まだ問もない東ティモールの状況は、世界や

社会と地域のwell-beingと の結びつきを考えさせ、人々

の暮 らしに資すための学術活動のあり方などについて多

くの示唆を与え得 る環境であることを確認 した9)。この

時の訪問先のひとつであったパーツ大学公衆衛生学部か

ら本学との学術交流への強い関心が示されたため、平成

29年3月 に教員1名 が再渡航、パーツ大学との将来的な

学術交流を視野に入れた学部生短期交換研修を行うため

の準備として、公衆衛生学部長、国際交流担当副学長 ら

関係者と共に双方の意向と実現可能な計画について確認

した。この二度目の訪問中、同大学学長が学部間ではな

く名古屋市立大学とパーツ大学の大学間学術交流協定を

結ぶことを希望 していると伝え られた。

平成29年 度には、パーツ大学との学術交流協定を締結

するためのさらに具体的な計画を進めることを目的とし

て、再び名古屋市立大学特別研究奨励費(区 分⑤ ：国際

交流の推進事業)を 得ることができた。先方か ら大学間

交流が希望されていたため、平成29年度の計画には、パー

ツ大学にも同 じ学部のある経済学部と人文社会学部の教

員が分担者として加わり、平成29年8月27日 ～9月2日

に看護学部と人文社会科学部か ら1名 ずつ2名 の教員が

同大を再々訪問 した。学長、3人 の副学長(学 術担当、

総務 ・財務担当、国際担当)、 国際 リエゾン担当者、及

び3学 部(公 衆衛生学部、人文科学部、経済学部)の 教

員 らと双方における事務的なプロセスや短期計画と目的

を確認 し合った。経済学部長は不在だったが、経済学部

の教員が内容を共有 した。この三度目の訪問では、2人

の学生が名古屋市立大学の国際看護サークルの活動の一

環として自主的に教員と同行、パーツ大学公衆衛生学部

の講義やフィール ド実習に参加 し、パーツ大学の学生た

ちと交流することができた。(学 生のスタディーツアー

は別報告を参照)

上述のような活動を経て、看護学部国際交流委員会で

は、大学間交流協定締結計画書案を平成29年10月3日 の

看護学部教授会に議案提出、承認され、看護学部か ら国

際交流セ ンター会議への計画書提出となった。

Ⅳ.パ ー ツ大 学 につ いて

パ ー ツ大 学 は、2004年 に設 立 され た 私 立 大 学 で 、2009



年に国内二番 目の教育省認可大学 となった。(最 初の認

可校は国内唯一の国立大学である国立東ティモール大学

で、現在の認可大学は3校)。 最 も古 くかつ最大規模の

私立の高等教育機関と言える。

同大学は、2つ のキャンパスに人文社会科学部、経済

学部、法学部、工学部、公衆衛生学部、農業技術学部の

6学 部14学 科と6つ の修士プログラムを設置 している。

現在、工学部を基に技術研究所を設立する準備が進め ら

れているとのことであった。教職員数は215名 、学部学

生12,239名 、大学院生147名 が在籍 している(平 成29年

8月 聞き取 り時)。 また、 これまで農村部で も知識人を

育てることができるよう、地方で受けられる授業(パ ラ

レルクラス)も 開催 してきた。地方か ら中央省庁まで多

岐にわたる人づ くりに関与 しており、例えば公衆衛生学

部に関 して言えば、私立大学なが ら、保健省職員のキャ

パシティビルディングの一端を担っている。

構成部局としては、上述の学術教育部門に加え、総務 ・

財務部と学生開発部の各部門がある。学長のもとには学

術担当、総務 ・財務担当、人事担当、国際交流担当の4

人の副学長が配置されている。また、国際 リエゾン担当

が置かれ、イ ンドネシアとオース トラリアを中心にフィ

リピン、マ レーシアなどの国外の大学との学術交流をす

でに構築 しており、地域における国際学術ネットワーク

のメンバーとなっている。

東ティモールの多 くの組織と同様、パーツ大学もハー

ド面、ソフト面において整備途上である。教室などは講

義が行える最小限の設備となっていた。公衆衛生学部で

はイ ンドネシアの協力大学の支援を得てカリキュラム開

発を行い、教材はまだ様々なところか らの借用が中心の

ようであった。そのような中、人材のキャパシティビル

ディングは大きな課題である。現在の公衆衛生学部長も

同学部卒業後請われてそのまま教員になり、その後修士

号を取得 したというように、教育陣か ら作りあげている

最中であることがうかがわれた。公衆衛生学部教員で博

士号取得者は非専任の2名 のみで、まだ修士号を取得 し

ていないものも多 く、修士課程のための留学予定者、留

学のための奨学金申請中という教員を抱えていた。教育

体制を整えることが優先され、研究はこれか らという状

況である。

V． 今後 の展 望

1.期 待される成果と課題

パーツ大学と名古屋市立大学は同様もしくは似通った

学部(人 文社会科学部、経済学部、工学部、公衆衛生学

部)を 有 している。また、地元の多 くの部門に人材を輩

出 している点も共通点である。名古屋市立大学は、大学

として67年 の歴史があり、学術開発への長年の経験や貢

献に基づくノウハウをパーツ大学と共有し、以って東ティ

モールの国づ くりに資することができる。一方、パーツ

大学は、新 しくできた国において、限 られた資源の中、

大学が国づ くりや地域開発プロセスに関わりを持ってい

るという経験を本学と共有できる。グローバルとローカ

ルの関係、コミュニティとアカデミアの関係が現在の日

本より見えやすい環境であり、それが本学学生にとって

学びと刺激になることは、今回同行 した学生の報告か ら

もうかがえる。

世界の国家のうち四分の一ほどは、東ティモールを含

むLDCsと 言われる国々である。多様化 しグローバル化

する社会に対応できる人材育成が求め られる中で、大学

教育においても今後これ らの国々と無関係ではいられな

いであろう。 しか し、東ティモールは、歴史的に人材の

育成や確保に困難のある期間が長かったことや、国とし

て大学教育の経験が長 くはないことなどか ら、パーツ大

学を含め、いずれの大学も周辺国と比べても十分な研究 ・

教育を行なえる環境とは残念なが ら言い難 く、特に研究

においては効率的な国際共同研究を推進できる環境では

ない。看護職についても、インドネシアやポル トガルな

どの関係国か らの影響が長 く続き、東ティモール独自の

専門職としての制度確立や人材育成は途上である。その

ような現地の状況か ら考えると、継続的な関わりが求め

られ、また、単なる学術交流にとどまるのではな く、人

材育成や、地域開発支援に関わることも視野に入れる必

要があるだろう。

2.交 流目的と計画

パーツ大学側か ら要望があったように、パーツ大学の

複数の学部か らの学部生を短期研修で受け入れることか

ら開始するというのが、交流基盤を築 く上で現実的であ

ると考える。異なる文化や社会的背景を持った人々と共

に活動 し、お互いに学びあう機会を提供 し、そのことを

通 じて地域開発における社会的要因を見出す広い視野を

養うことを交流計画上の目的としている。その際には、

単に先方学生に日本や本学で学んでもらうというのでは

な く、本学学生にもともに学ぶ機会を提供できるような

工夫も行いたい。招へいの資金については、科学技術振

興機構の 「さくらサイエンスプラン」の活用なども検討

している。

パーツ大学と本学の交流基盤が構築された後には、看

護学部として、韓国、モ ンゴル、東ティモールの受け入

れと本学学生による4力 国の合同交流プログラムを開始

することも構想 している。看護学部では平成24年 か ら、

本学の大学間交流協定重点校であるハル リム大学の医学

部看護学学科と短期交換研修を継続 し、やはり大学間交

流協定校であるモ ンゴル国立医科大学看護学部との短期



交換研修の計画も進んでおり、平成30年 度には2つ の大

学から同時に短期研修を受け入れることを準備中である。

ここに将来的にパーツ大学も加わることで、背景が異な

る学生たちが健康を学び合うことによる相乗効果、およ

び、看護学部学生の広い視野、国際感覚を育成するプロ

グラムとなることが期待できるだろう。

このような学生交流の中で教員同士の交流を積み上げ、

将来的にはパーツ大学教員の本学での留学受け入れや、

共同研究に発展させることを長期的な目標としたい。
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